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研究要旨：好酸球性消化管疾患（EGIDs）は好酸球性炎症性疾患であり好酸球性食

道炎（EoE）とそれ以外の消化管でのEGIDsの総称である好酸球性胃腸炎（EGE）
からなる。また新生児・乳児食物蛋白誘発胃腸症（炎）が関連疾患であり本邦でこ

れらのガイドラインが作成された。EGIDsは全年齢で発症する慢性疾患である。そ

のため複数の分野の医師、研究者の関与が重要である。本邦の患者特性を把握し、

啓発活動をすすめ、診療体制の構築することが重要と考えられる。本研究では本邦

の患者特性を把握し、また啓発活動をすすめることを目的にEGID情報センターの

Web公開、EGIDレジストリー構築、EGID診療体制構築、ガイドライン改訂、各学

会との連携に取り組んでいる。本年度はEGID情報センターのWeb公開・更新がな

された。さらに連携する日本小児アレルギー学会では食物アレルギー診療ガイドラ

インの改訂があり、本分担者が委員として、情報提供し本疾患群関連章の執筆をし

た。また研究班員も参加し、国際的な病名の取り決めが行われ、EoE以外のEGIDs
はnon-EoE EGIDsと呼ばれることになった。また全国調査が論文発表されnon-EoE 
EGIDsの問題点が国際的にも認知された。本分担者への相談件数も増加し、ガイド

ライン等を通じた啓発活動の結果と考えている。また日本小児栄養消化器肝臓学会

と連携して小児の拠点病院リストを作成した。ガイドライン改訂については情報収

集し、継続審議となった。non-EoE EGIDsは本邦では比較的よく認知されており、

本邦からの発信が重要である。事実、本研究班の全国調査で小児のnon-EoE EGID
患者はより多くの問題を抱えていることが明らかになった。患者用webサイトが公

開され、また拠点施設が明確になった。国際的に病名が設定され、さらにnon-EoE 
EGIDでの問題点が明らかになった。今後も患者特性を把握し、啓発活動をすすめ

る予定である。 
 
Ａ．研究目的 
好 酸 球 性 消 化 管 疾 患 （ Eosinophilic 
gastrointestinal disorders [EGIDs]）は好酸球

性炎症による消化管機能不全に関連した症

状を示す疾患群であり好酸球性食道炎

（Eosinophilic Esophagitis [EoE]）とそれ以

外の消化管でのEGIDsの総称である好酸球

性 胃 腸 炎 （ Eosinophilic Gastroenteritis 
[EGE]）からなる。また本邦を中心に

EGIDs 関連疾患と認識されている新生児

・乳児食物蛋白誘発胃腸症（炎）（主に2
歳未満）を含め本研究班の前身の研究によ

ってガイドラインが作成された。慢性疾患

であり、小児期から成人期、そして老年期

へと移行していく。このように年齢的要素

からも複数の分野の医師、研究者がそれぞ

れの強みを生かして診療を行うことが本疾

患の診断・治療戦略として重要である。ま

た、本邦の患者特性を遅延なく把握し、啓

発活動をすすめることが重要である。この

ことからEGID情報センターWebの公開、

EGIDレジストリー構築し、EGID診療体制

構築、ガイドライン改訂、各学会との連携

を本研究の目的とした。 
  
Ｂ．研究方法 
1. EGID情報センターのWeb公開とその他

の媒体による情報更新  
Web上に新たにEGIDの情報を整理して公

開する。また学会等の関連情報の更新 
2. EGIDレジストリープロジェクト  
幼児-成人のEGE, EoEと新生児-乳児食物蛋

白誘発胃腸症（炎）についてレジストリー

の準備を行う 
3. EGID診療体制の構築  
各学会との連携し拠点診療施設を明確にし

て、診療体制構築に役立てる。 
4. Minds準拠ガイドラインの改訂  
前身の研究班で作成した新生児・乳児食物
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蛋白誘発胃腸症診療ガイドライン、幼児・

成人好酸球性消化管疾患ガイドラインの二

つのガイドラインについて更新を検討する。 
 
Ｃ．研究結果 
1. EGID情報センターのWeb公開とその他

の媒体による情報更新 
研究代表者を中心に、班会議で議論の後、

まとめられた。好酸球性消化管疾患 患者

さん用情報WEBサイト

（https://www.ncchd.go.jp/center/activity/egid/
patient/index.html）が公開された。さらに

連携する日本小児アレルギー学会では食物

アレルギー診療ガイドラインの改訂があり、

本分担者が委員として参加して、本研究班

で扱う疾患群の章の改訂にあたり、本研究

班と齟齬のない内容になるように情報提供

し執筆した。また研究班メンバーが参加し、

欧米の研究者・臨床医ともに国際的な病名

の取り決めが行われた。大きな変更として

EoE以外のEGIDsはnon-EoE EGIDsと呼ばれ

ることになった（日本では広義のEGEとし

て扱われてきた）。また全国調査が論文発

表されnon-EoE EGIDsの問題点が国際的に

も認知された。 
2. EGIDレジストリープロジェクト 
研究代表者を中心に準備が進められている。

ガイドライン等を通じた啓発により、本分

担者への本疾患群患者相談件数がのべ2-3
件/月となっている。全体としても登録へ

の準備が進んだ。 
3. EGID診療体制の構築  
小児分野では日本小児アレルギー学会、日

本小児栄養消化器肝臓学会がこれまでもガ

イドライン作成主体になっており、双方向

性の連携がある。本年度は小児・成人とも

に拠点病院を確認し、リストが作成された

（近日中にwebサイトに掲載予定）。本研

究分担者は小児について日本小児栄養消化

器肝臓学会と連携して小児の拠点病院リス

トを作成した。さらに日本小児アレルギー

学会食物アレルギー委員会で情報提供をし

た。 
4. Minds準拠ガイドラインの改訂  
また前進の研究班によるガイドラインの一

つが昨年度、公開となったこともあり、公

開された情報の更新が必要な部分や変更が

必要な部分を検討した。ガイドラインを改

訂するには、まだ十分には情報がそろって

いない部分がある一方で、卵黄のFood-
protein induced enterocolitis syndrome
（FPIES）の増加など、近々の問題があり、

ガイドラインで一定の方向性を示す段階で

はなく、研究代表者施設を中心に実際の臨

床に即して、アクションプランを作成する

ことなどの対応を検討した。来年度以降も

継続検討とした。 
 
Ｄ．考察 
EGIDsおよび新生児・乳児食物蛋白誘発胃

腸症について、前身の二つのガイドライン

と研究班や関連学会での啓発活動により一

般小児科医にも理解がすすんでいる印象が

ある。事実、本分担者への相談件数も増え

ている。またここ2-3年は新生児・乳児食

物蛋白誘発胃腸症に分類されるFPIESにお

いて、これまでは原因として牛乳（ミル

ク）が問題になっていたが、最近では卵黄

によるFPIESが急増している。もともと固

形物のFPIESについては食文化や国によっ

て原因が異なる部分があり、卵黄FPIESは
特に日本で多い。理由は疾患の認知の問題

だけではないと考えられる。牛乳FPIESと
も異なる部分があり、今後の研究課題であ

る。本研究班に患者情報が集まることから

本研究班でも継続して取り組むことになる。

2000年以降にわが国で先行して、また少し

臨床像の異なる新生児・乳児食物蛋白誘発

胃腸症が増加したことや、今ではnon-EoE 
EGIDと呼ばれるEGEが本邦では比較的よ

く知られていたことなど、この分野の疾患

の病態解明には本邦から発信できる部分が

大きい。事実、本研究班の全国調査で、

non-EoE EGIDsではよりQOLの低下した患

者が多く、特に小児ではその傾向が強く

unmet needがあることが国際的にも認知さ

れた。さらなる患者情報の集積と啓発活動

で、より詳細な本疾患群の状況が把握でき、

実臨床に還元できるようになると考えてい

る。 
 
Ｅ．結論 
患者用webサイトが公開された。また拠点

施設のリストが作成され、明確になった。

また国際的に病名が設定された。さらに

non-EoE EGIDでの問題点が明らかになった。

増加している卵黄FPIESは今後の研究課題

の一つと考えられた。 
 
Ｆ．健康危険情報 
分担研究報告書にて記入せず。 
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